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Classification of Neumatic Symbol in Nagauta Play Text 
Classification of Single N eume 
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Abstract 

ffiPlf3Ut 2 

ARASAKI Tatsuki 

When examining Nagauta play texts published during 
the Edo period, many kinds of neumatic symbols are 
found on the right sides of proses. The Nagauta play 
texts that include these symbols are limited to those of 
Nagauta pieces that were fIrst performed in public dur­
ing the period from Kyoho era (1716-1735) to An-ei era 
(1772-1780). Since these neumatic symbols are similar 
with those seen in Utai libretto or Heike notation, they 
may have had notational information including pitch, 
duration, kind of voice, etc. However, meanings of 
these symbols have not been known until today. In this 
study the typical neumatic symbols appeared in 102 
Nagauta play texts are examined. First, 172 kinds of 
neumatic symbols are extracted from these texts. They 
are roughly classifIed into three groups: single neume, 
compound neume, and deformed neume. Second, they 
are handwritten as bit-map representation. And lastly, 
they are classifIed and named based on form in full de­
tail, respectively. In this paper, classifIcation of 97 
kinds of single neumes is discussed. 
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長さ，太さなどが，音高，音価，唱法などの楽譜情報を

持っていることが確認されれば，長唄の旋律研究は大き

く前進する。しかし，先行研究から，その対応関係は見

いだされていない。胡麻のカーブの向きをとりあげても，

音高やその変化に対応するのか，拍や声の使い方を示す

のか，多くの解釈が可能である 3)。解釈を特定できない

理由はいくつかあるが，もっとも大きな理由は，同ーの

胡麻が，曲目や正本により異なった意味に用いられてい

た可能性があることである。そのことは胡麻の形状や書

き方が，曲目や正本によりかなり異なり，書き方にも統

一性が見いだせないことからわかる。

2胡麻の分類

長唄正本のこうした研究状況を踏まえるなら，胡麻点、

の研究においては，解読を急ぐよりも，まずは正本にみ

られる多数の胡麻点の形状を整理分類することが先決で

ある。胡麻の形状を整理しておけば，解読に役立つのみ

ならず，他の種目の譜本の曲線記号と比較することもで

きるロそこで本稿は，長唄正本の胡麻の解説に先立つ予

備的研究として，多数の胡麻を検討し，特徴的な胡麻に

ついてピットマップデータとして手書き抽出した。そし

て，それらの形状を分類し形状にもとづいた名称を与え

た。本稿では，次の長唄正本及び影印本を参照した。

-長唄正本集巻之ー(大正6年)) 11上邦基編，演劇図書

同好会刊

・古版長唄八種(昭和6年)稀書複製会編，米山堂刊

・長唄原本集成(昭和 11年-14年)和田正耕之，山本

桂一郎，木村捨三編，長唄原本集成刊行会刊より，巻

一，二，三，四，五，六，七，十二，十四
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園2長唄E本の胡麻の分類
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.tt戸長唄艦表紙正本，東京芸術大学図書画蔵，編集者
不明，出血年代不明

・宝日層明和長唄めりやす集，東京芸術大学図書館蔵，高

砂町，村山源三幅，出脹年代不明

長唄めりやす輩，東京芸術大学図書館蔵編集者不明

出版年代不明

以上の長明正本の中から，胡麻点が記されている事保

16年 (1781)から安永7年 (1778)までの 102幽の正

木を検酎した。各幽の正本にみる特徴的な胡麻から典型

的な 172種の胡麻を理び，それらの帯状を比較し分額を

行った.分類の概要を固2に示す.

検酎した 172種の胡麻は.1本で胡麻1つを形成する

「単一胡麻J97種.2本以上がまとまって胡麻1つを形

成する「複合胡麻』回種，特殊な形状を持つ「置形胡麻J

17種に分題されるべ固 S一国 11は，そこからさらに

詳細に分類を世みている.それぞれ皿胡麻の名称はすべ

て著者による.本橋では，このうち単一胡麻のみを解説

する。分額は暖旅な点も吉むが，その検酎は4で行う.

3 単一胡麻の分銅

1本の線で形成されている単一胡麻はさらに，直線状

である I平胡麻』と，単なる直線ではない『幽胡麻』に

分類される。幽胡麻については，左匝，中軸，右闘の s
つの部位に分割して認識した。部位それぞれの向きk長

さ，つながり方，全体的な傾調なEに着眼して曲胡麻の

分類を進めた.左闘とも右腕とも捉え睡い短い部唯はハ

ネ(少し飛び出た部位)とした.以下，それぞれの単一

胡麻について，形状の特徴，名称，幽名を順に述べてい

し小見出しのAは，図2中の単一胡麻に分類されるこ

とを示す.右矢印(→)は下位の階層への分岐を示す.

もっとも下位の階層には下線を記した圃なお，本橋では，

それぞれの胡麻について1例のみを例示したが，参照し

た長唄正本に同種の胡麻は数多く見出すことができる.

A.l 単一胡麻→平胡鹿

単一胡麻のうち 1本の線で形成され.i![線的な形状

を持つものを「平胡麻」とする。平胡麻の分曹において

着服したのはその向きと長さである.平胡麻はその形状

により『点胡麻J.r右下がり平胡麻J.r右上がり平胡麻J.

「水平平胡麻』の 4つに分類される.平胡麻は特に標宣告

的な胡麻であり，この階層に属する胡麻は多くの正本で

確認された。

A. 1. 1 単一胡麻『平胡慮『点制腐

平胡麻のうち，その向きや長さに特徴のない，点状の

胡麻を〈点胡麻(てんどま))とする.この胡麻は《京鹿

子娘道成寺道行(きょうがのこむすめrうじようじみち
ゆき))0の正本で確認された。

A. 1. 2 単胡麻『平胡慮『右下がり平胡慮

平胡麻のうち，右下がりの形状を持つ胡麻を I右下が

り平胡麻」とする.以下，この階層に属する胡麻につい

て述ペる。

A.1.2.1 単一胡麻→平胡麻→右下がり平胡麻→

宣王量主血塵

向きが右下がりで長めの胡麻を〈右下長平胡麻[みぎ

さがりちょうひらごま)>とする.この胡麻は《小夜

あらし{さよあらし))0の正本で確認された。

A. 1.2. 2 単一胡廓→平胡麻→右下がり平胡廓→

宣王星呈血塵

向きが右下がりで垣めの胡麻を〈右下短平胡麻[みぎ

さがりたんひらごま)>とする.この胡麻は《聾すき

妹背の鏡(かみすきいもせのかがみ))0の正本で確認さ

れた.

A. 1. 3 単一胡麻『平胡慮『右よがり平胡慮

平胡麻のうち，右上がりの形状を持つ胡麻を I右上が

E三百

，.，ユ酬|

A.l.孟右下がり平胡麻l

¥、、
A.1.2.1右下畏平胡麻・z小夜あ告し，

A.1.2.2右下坦平胡24すき酬の酔|
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り平胡麻Iとする。以下，この階層に属する胡麻につい

て述べる。

A.1.3.1 単一胡麻『平胡麻『右上がり平胡麻『

宣主呈呈量車

向きが右上がりで長めの胡麻を〈右上長平胡麻(みぎ

あがりちょうひらごま)>とする。この胡麻は《江戸

鹿子，桜鐘入(えどがのこ，はるのかねいり)>>の正本

で確認された.

A.1.3.2 単一胡麻→平胡廓→右上がり平胡麻→

査よ星呈盟座

向きが右上がりで短めの胡麻を〈右上短平胡麻(みぎ

あがりたんひらごま)>とする。この胡麻は《乱菊枕

慈童(らんぎくまくらじどう)>>のE本で確認された。

A. 1. 4 単一胡麻→平胡麻 4 水平平胡麻

平胡麻のうち，水平な形状を持つ胡麻を「水平平胡麻」

とする。以下，この階層に属する胡麻について述べる。

A.1.4.1 単一胡麻→平胡麻→水平平胡麻→些呈

量主盟昼

向きが水平で長めの胡麻を〈水平長平胡麻(すいへい

ちょうひらごま)>とする。この胡麻は《初咲法楽舞(は

つぎきほうらくまい)>>のE本で確認された。

A.1.4.2 単一胡廓→平胡麻→水平平胡麻 4 主主

室主盟塵

向きが水平で短めの胡麻を〈水平短平胡麻(すいへい

たんひらごま)>とする。この胡麻はι里、いの緋桜(お

もいのひざくら)>>のE本で確認された。

A.2 単一胡麻『曲胡麻

単一胡麻のうち.1本の線で形成されるが，単なる直

線的な形状でないものを曲胡麻とする。その形状は多岐

にわたり，筆者はこの形状の類似に基づいて曲胡麻を「へ

の字曲胡麻J.r凸型曲胡麻J.rN字曲胡麻J.r乙型曲胡

麻J.r輩組曲胡麻J.r右ハライ曲胡麻J.r緩曲胡麻」の

7つに分類した。また，ここで左腕・中軸・右腕という

言葉を用いたが，これは1つの胡麻を大きく 3部分に分

割したときの，それぞれの部位の名称である。

A.2.1 単一胡麻→曲胡麻→への宇曲胡麻

曲胡麻のうち，基本的に左腕と右腕の2つの部位で形

成され，その形状が「へ」の字に近いものを「への字曲

胡麻」とする.への字曲胡麻の分類において着服したの

は，左腕，右腕それぞれの長さと向き，つながり方，全

体的な傾斜角度などである.また，への宇曲胡麻はその

I田 1Vol17. 20121 刷幽uJC叫白山ofD叩|

形状により「順への字曲胡麻Iと「逆への字曲胡麻jの

2つに分類される。

A.2.1.1 単一胡麻『曲胡麻『への宇曲胡麻『廟

への字曲胡麻

への宇曲胡麻のうち，上に凸のへの宇の形状を持つ胡

麻を「順への字曲胡麻」とする。以下，この階層に属す

る胡麻について述べる。

A.2.1.1.1 単一胡麻→曲胡麻→への宇曲胡麻→

順への字曲胡麻→重重全金主血週車

比較的パランスのとれたへの字の形状を持つ胡麻を〈

標準への字曲胡麻(ひょうじゅんへのじくせごま)> 

とする.この胡麻は《雪串積恋歌(ゆきのかさつもるこ

E豆E

A.2.1.1圃への字曲胡陣

〆、、、
A.2.1.1.1種目置への字曲胡麻 《雷寧樟車電車

「¥
A.2.1.1.2右欄への字曲醐麻 e園陸分紅軍，

--.、、
A.2.1.1.J睡への字曲胡麻 《百千島眼"成寺・

/"'¥ 
A.2.1.1.4丸への字曲胡崎 《酉干島眼道成寺，

'¥ 
A.2.1.1.S右下丸への芋曲胡麻 《うしろ~.

f¥ 
A.2.1.1.6左ハネ付への字臨胡麻唱小密あらしB

ノ¥』
A.2.1.1.7観への字曲師麻 e冒千島眼道成苛ー

./¥ 
A.2.1.1.8左鵬畏への字曲胡麻 《植掴入，

./'-
A.2.1.1.9左腕畏院への字曲剖府 ‘〈きずり，

;-
A.2.1.1.I0右岡本甲説への字曲胡麻 ‘世撞入ー

A.2.1.2迫への字曲胡廓

J 
A.2.1.2.1暢革連への芋曲胡麻 《軟野の月毛の胸，

../ 
A.2.1.2.2観世への字薗胡麻 《製すき蜂肖め鴎，

2.1.2.3右醐iご:2曲胡廊 4 文字ヨ|
園4 への字幽胡磨町分頭



いか):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1.2 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→右傾への字曲胡鹿

標準への字曲胡麻が右に傾いたような形状を持つ胡麻

を〈右傾への字曲胡麻(うけいへのじくせごま)とす

る。この胡麻は《撒染分紅葉(うわなりそめわけもみじ)

》の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 3 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→鍾 '̂-(J)宣血盟盛

左腕から右腕にかけて緩やかなカープを描き，への字

の形状を持つ胡麻を〈緩への字曲胡麻(かんへのじく

せごま)>とする。この胡麻は《百千鳥娘道成寺(もも

ちどりむすめどうじようじ):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 4 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→皇全盟主血盟塵

左腕から右腕にかけて丸っぽい円を描き，への字の形

状を持つ胡麻を〈丸への字曲胡麻(まるへのじくせご

ま)>とする。この胡麻は《百千鳥娘道成寺(ももちど

りむすめどうじようじ):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 5 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への宇曲胡麻→右下丸への字曲胡廊

左腕から右腕にかけて丸いカーブを描き，右腕が右下

がりになり，への字の形状を持つ胡麻を〈右下丸への字

曲胡麻(みぎさがりまるへのじくせごま)>とする。

この胡麻は《うしろ面(うしろめん):>の正本で確認さ

れた。

A. 2. 1. 1. 6 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→左ハネ付への字曲胡麻

左腕の左側に少し飛び出したような部位を持ち，への

字の形状を持つ胡麻を〈左ハネ付への字曲胡麻(ひだり

はねつきへのじくせごま)>とする。この胡麻は《小

夜あらし(さよあらし):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 7 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→箪全金主血盟塵

左腕から右腕にかけて鋭く尖ったようttiIs位を持ち，

への字の形状を持つ胡麻を〈鋭への字曲胡麻(えいへの

じくせごま)>とする。この胡麻は《盲千鳥娘道成寺(も

もちどりむすめどうじようじ):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 8 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→左腕長への字曲胡麻

左腕が比較的長く，への字の形状を持つ胡麻を〈左腕

長への字曲胡麻(さわんちょうへのじくせごま)>と

する。この胡麻は《江戸鹿子，桜鐘入(えどがのこ，は

るのかねいり):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 9 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→左腕昼鋭への牢曲胡麻

左腕が比較的長く，左腕から右腕にかけて鋭く尖った

ような部位を持ち，への字の形状を持つ胡麻を〈左腕長

鋭ハの字曲胡麻(さわんちょうえいへのじくせどま)

〉とする。この胡麻は《くさずり》の正本で確認された。

A. 2. 1. 1. 10 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

順への字曲胡麻→右腕水平鋭への字曲胡麻

右腕が比較的水平で，左腕から右腕にかけて鋭く尖っ

たような部位を持ち，への字の形状を持つ胡麻を〈右腕

水平鋭への字曲胡麻(うわんすいへいえいへのじくせ

ごま)>とする。この胡麻は《江戸鹿子，桜鐘入(えど

がのこ，はるのかねいり):>の正本で確認された。

A. 2. 1. 2 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→逆

への字曲胡麻

への字曲胡麻のうち，への字が上下反転し，下に凸の

形状を持つ胡麻を「逆への字曲胡麻j とする。以下，こ

の階層に属する胡麻について述ベる。

A. 2. 1. 2. 1 単一胡麻→曲胡麻→への宇曲胡麻→

逆への字曲胡麻→標準避への牢曲胡麻

逆への字曲胡麻のうち，パランスの良い形状をもっ胡

麻を〈標準逆への字曲胡麻(ひょうじゅんぎやくへのじ

くせごま)>とする。この胡麻は《秋野の月毛の駒(あ

きののつきけのこま):>の正本で確認された。

A. 2.1.2.2 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

逆への字曲胡麻→鋭逆への字曲胡麻

左腕から右腕にかけて鋭く尖った部位を持ち，への字

が上下反転した形状を持つ胡麻を〈鋭逆への字曲胡麻

(えいぎやくへのじくせごま)>とする。この胡麻は《

髪すき妹背の鏡(かみすきいもせのかがみ):>の正本で

確認された。

A. 2.1. 2. 3 単一胡麻→曲胡麻→への字曲胡麻→

逆への字曲胡麻→右腕短避への牢曲胡麻

右腕が比較的短く，への字が上下反転した形状を持つ

胡麻を〈右腕短逆への宇曲胡麻(うわんたんぎやくへの

じくせごま)>とする。この胡麻は《男文字(おととも

じ):>の正本で確認された。

A.2.2 単一胡麻→曲胡麻→凹凸型曲胡麻

曲胡麻のうち，基本的に左腕と右腕の2つの部位で形

m
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成され，上に凸，または下に凸の形状を持つ胡麻を「凹

出型歯胡麻』とする.凹凸型曲胡麻は，その形状により

『凸型幽胡麻J~ r凹型幽胡麻」の 2つに分類される。

凹凸型幽胡麻の分曹において着眼したのは，左腕，右腕

それぞれの長さ，つながり方，全体的な傾斜角度などで

ある.

A. 2. 2. 1 単胡麻→曲胡麻→凹凸型曲胡麻→凸

型曲胡麻

凹凸型幽胡麻のうち，上に凸の形状をもっ胡麻を「占

型歯胡麻』とする.以下，この階層に属する胡麻につい

て述ベる.

A.2.2.1.1 単一胡麻『幽胡車『凹凸型曲胡唐『

凸型曲胡腐『彊垂直塁血盟量

比較的全体のバランスがよく，凸型の形状を持つ胡麻

を〈標準凸型幽胡麻(ひょうじゅんとつがたくせごま)

〉とする.この胡麻は《けいせい》町正本で禅摘された.

A. 2. 2. 1.2単 胡臨『曲胡臨『凹凸型幽胡車『

凸型曲胡麻『皇且塁血盟量

左腕から右腕にかけて丸いカープを描く部位を持つ凸

型の歯胡麻を〈丸凸型幽胡麻{まるとつがたくせごま)

i A.2.2I!!1d!l:!iIII京1

A.2.2.1凸型曲胡麻

/"、、

A.2.2.1.1幅高凸思曲胡麻 叫すい世い，

f、
A.2.2.1.2丸凸型曲胡麻 《掴入解脱在m

r-¥， 
A.2.2.1.3右ハ亭何丸凸型曲胡麻 4花鶴岨円前B

A.2.2.2国型曲胡麻

、ノ
A.2.2.2.1標準凹型曲胡麻 ‘布留ー

、J
A.2.2.2.2左暢凹型曲胡鹿軍曹半のか祖，

¥J  
A.2.2.2.3丸田型曲胡麻唱却の花相の山海

A.2.2.2.4 m丸凹冨、h曲-胡-廟dF《満干風見直塩現.1
工ノ

A.2.2.2.S左ハネ付丸田型曲胡麻事蝿円前，

V 
A.2.2.2.6左ハネ付閉角団理由胡麻{歯車槽恋敵〉

圃5凹凸型幽胡廊の分額
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〉とする.この胡麻は《量入解脱高(かねいりげだっの

き由)，.の正本で確認された.

A. 2. 2. 1.3 単一胡麻『幽胡車『凹凸型幽胡臨『

凸型曲胡麻司主主主主畳皇且塁血盟量

右腕の右捕に少し飛び出た部位を持ち，左腕から右腕

にかけて丸いカープを描く部位を持つ凸型の睡状をした

胡麻を〈右ハネ付丸凸型幽胡麻(みぎはねつきまると

つがたくせざま)>とする.この胡麻は《花蝿撤丹前(は

なにしきふたばたんぜん))>のE本で瞳画された.

A.2.2.2 単一胡廓→曲胡麻→凹凸型曲胡廓→凹

型曲胡麻

凹凸型幽胡麻のうち，下に凸の形状を持つ胡麻を凹型

曲胡麻とする.以下，この階層に属する胡麻について述

ベる.

A. 2. 2. 2. 1 単一胡麻→曲胡廓→凹凸型曲胡麻→

凹型曲胡廟→量豊盟型車量塵

比較的全体のパランスがよく，凹型の形状を持つ胡麻

を£標草凹型幽胡麻(ひょうじゅんおうがたくせざま)

〉とする.この胡麻は《布袋(ほてい))>のE本で瞳輯

された.

A.2.2.2.2 単一胡廟→幽胡廟→凹凸型曲胡麻→

凹聖曲胡臨『圭盟盟霊血盟車

全体が左に傾いていて，凹型由形状を持つ胡麻を〈左

傾凹型幽胡麻{さけいおうがたくせごま)>とする.

この胡麻は《夜半のかね(よはのかね))>の正本で確認

された.

A.2.2.2.3 単胡麻『幽胡磨司凹凸型幽胡麻『

凹型曲胡麻『皇盟塁血盟量

左腕から右腕にかけて丸くカープを描く部位を持ち，

凹型の睡状を持つ胡麻を〈丸凹型幽胡麻(まるおうがた

〈せごま)とする.この胡麻は《卯の花相町山(うのは

なあいのやま))>の正本で瞳寵された.

A.2.2.2.4 単一胡麻→曲胡廓→凹凸型曲胡麻→

凹型曲胡麻→量畠盟量血血盛

左腕から右腕にかけて緩やかな丸いカープを描く部位

を持ち，凹型の躍状を持つ胡麻を4置丸田型幽胡麻(か

んまるおうがたくせごま)>とする.この胡麻は《浦

千鳥見女塩撞(うらちどりみるめのしおくみ))>のE本

で確認された.

A.2.2.2.5 単一胡廟→幽胡廟→凹凸型幽胡麻→

凹聖曲胡麻『圭主主主盆皇盟塁血盟量

左腕の左端に少し飛び出た部位を持ち，左腕から右腕



にかけて丸いカープを措く部位を持つ，凹型の形状をし

た胡麻を〈左ハネ付丸凹型曲胡麻(ひだりはねつきまる

おうがたくせごま)>とする。この胡麻は《娘丹前段r

すめたんぜん):>の正本で瀦認された.

A.2.2.2.6 単一胡麻→曲胡麻→凹凸型曲胡麻→

凹型曲胡麻司左ハ木村聞負凹型曲胡底

左腕の左端に少し飛び出た部位を持ち，左腕から右腕

にかけての角度部鋭角であり，凹型の形状をした胡麻を

〈左ハネ付閉角凹型曲胡麻(ひだりはねつきへいかく

おうがたくせごま)>とする.この胡麻は《雪傘積恋歌

(ゆきのかさつもるこいか):>の正本で確認された.

A.2.3 単一胡麻→曲胡麻→ N宇曲胡麻

曲胡麻のうち，基本的に左腕，中軸，右腕の8つの部

位で形成され，その形状がアルファベットの rNJに近

いものを rN宇曲胡麻」とする.N宇曲胡麻の分類にお

いて着服したのは，左腕，中軸，右腕それぞれの長さと

向き，及びそのつながり方などである。以下，この階層

に属する胡麻について述べる.

A.2.3.1 単一胡麻 4 曲胡麻 -N宇曲胡麻 4 量生且

主血盟量

比較的全体のパランスがよく， N宇の形状を持つ胡麻

を司書草N字曲胡麻(ひょうじゅん えぬじくせごま)

〉とする。この胡麻は《男文字(おとこもじ):>の正本

で確認された.

A.2.3.2 単一胡麻 4 曲胡麻 -N宇曲胡麻 4 且皇且

主血盟量

左腕，中軸，右腕それぞれのなす角が鋭角であり， N

字の形状を持つ胡麻を〈閉角 N字曲胡麻(へいかくえ血

じくせごま)>とする.この胡麻は《瀧桜男雛形(たき

ざくらおとこひながた):>のE本で確認された.

A.2.3.3 単一胡廊 4 曲胡麻 -N宇曲胡廊 4 査量

量園生且主血盟量

右腕が比較的長く，左腕，中軸，右腕それぞれのなす

角が鋭角であり， N字の形状を持つ胡麻を〈右腕長閉角

N宇曲胡麻(うわんちょうへいかくえ血じくせごま)

〉とする。この胡麻は《さぎむすめ:>の正本で確認され

士。

A.2.3.4 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→且且

呈且宣車盟皇

中軸が比較的長く， N宇の形状を持つ胡麻を〈中軸長

N 宇曲胡麻(ちゅうじくちょうえ血じくせごま)>と

する。この胡麻は《うしろ面(うしろめん):>の正本で

確認された。

A.2.3.5 単一胡麻『曲胡麻 -N宇曲胡麻『皇E宣

車量塵

左腕，中軸，右腕がそれぞれ丸いカープを描いてつな

がり， N字の形状を持つ胡麻を〈丸N宇曲胡麻(まるえ

血じくせごま)>とする。この胡麻は《秋野の月毛の駒

(あきののつきけのこま):>のE本で確認された.

A.2.3.6 単一胡麻→曲胡廊司 N宇曲胡鹿→虫量

豊量皇且皇血量塵

中軸が比較的縦に長く，左腕，中軸，右腕がそれぞれ

丸いカープを描いてつながり， N字の形状を持つ胡麻を

〈中軸縦長丸N宇幽胡麻(ちゅうじくたてながまるえ

~ A.2.3 N"1i111i¥1lIU I 

A.2.3.1脚 21麻 4 文字.1
A.2.3.2聞角NZ仁醐即.1
刊/

A.2.3.3右院畏N字曲胡麻唱さぎむ.めー

~ A.2.3.4中値畏N字曲胡庫 ‘うしろ薗》

ハ¥d
A.2.3.S丸N芋曲胡府軍枝野の月毛の駒，

~ A.2.3.6中軸躍毘丸N字曲胡廟 《うしろm.

A.2.3.7右…;::麻唱干醐現時|

/'、ー
A.2.3.8右院本平N芋曲胡麻 e橿鰻神箇腕m

戸、ーJ

A.2.3.9躍丸N芋曲胡麻 4卯の花帽の山，

A.2.3.10 IfN'l字画曲、回胡ー府" 軍円い坦い.1
J 

A.2.3.11右院長N字曲胡麻 ‘うしろ面，

戸../

A.2.3.12右鵬畏躍丸N字曲剖障 (王ツナ')1 京鹿子園適正草寺温行局

~ 
A.2.3.13左.. 畏丸N芋曲胡麻事くきずりー

λノ
A.2.3.14主観右丸N字曲胡麻雀くきずり・

A. 
A.2.3.15左観右風水平N字曲胡廓唱噛控分紅麗，

A.2.3.16右院平行右ハネf付HN字型曲胡麻 雀毘花軍聖位.1
固6 N宇曲胡鹿の分頼
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ぬじくせごま)>とする。この胡麻は《うしろ面(うし

ろめん):>>の正本で確認された。

A.2.3.7 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→宣堕

短水平丸H牢曲胡麻

右腕が比較的短く水平であり，左腕から右腕にかけて

丸くカーブを描く部位を持ち， N宇の形状を持つ胡麻を

〈右腕短水平丸 N 字曲胡麻(うわんたんすいへいまる

えぬじくせごま)>とする。この胡麻は《百千鳥娘道成

寺(ももちどりむすめどうじようじ):>>のE本で確認さ

れた。

A.2.3.8 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→宣盟

主主且主血盟塵

右腕が比較的水平で， N字の形状を持つ胡麻を〈右腕

水平N字曲胡麻(うわんすいへいえぬじくせごま)> 

とする。この胡麻は《雛祭神路桃(ひなまつりかみじの

もも):>>の正本で確認された。

A.2.3.9 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→鍾皇E

主血盟座

右腕，中軸，左腕がそれぞれ緩やかな丸いカーブを描

いてつながり， N字の形状を持つ胡麻を〈緩丸N字曲胡

麻(かんまるえぬじくせごま)>とする。この胡麻は

《卯の花相の山(うのはなあいのやま):>>のE本で確認

された。

A.2.3.10 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→盤且

空血盟塵

比較的全体のパランスがとれた，緩やかなN宇の形状

を持つ胡麻を〈緩N字曲胡麻(かんえぬじくせごま)> 

とする。この胡麻は《けいせい》の正本で確認された。

A.2.3.11 単一胡麻→曲胡麻→ H宇曲胡麻→室盟

呈且呈血盟昼

比較的右腕が長く， N字の形状を持つ胡麻を〈右腕長

N字曲胡麻(うわんちょうえぬじくせごま)>とする。

この胡麻は《うしろ面(うしろめん):>>の正本で確認さ

れた。

A.2.3.12 単一胡麻→曲胡麻→ N字曲胡麻→査量

長鑓丸H字曲胡麻

比較的右腕が長く，左腕，中軸，右腕それぞれ丸いカ

ーブを描いてつながり， N字の形状を持つ胡麻を〈右腕

長緩丸 N字曲胡麻(うわんちょうかんまるえぬじく

せごま)>とする。この胡麻は《京鹿子娘道成寺道行(き

ょうがのこむすめどうじようじみちゆき):>>の正本で確

認された。
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A.2.3.13 単一胡麻→曲胡麻→ N宇曲胡麻→主量

呈主且主血盟塵

比較的左腕が長く，左腕，右腕，中軸それぞれ丸いカ

ーブを描いてつながり， N字の形状を持つ胡麻を〈左腕

長丸N字曲胡麻(さわんちょうまるえぬじくせどま)

〉とする。この胡麻は《くさずり》の正本で確認された。

A.2.3.14 単一胡麻→曲胡麻→ H字曲胡麻→主盆

主主且主血盟昼

左腕から中舶にかけて鋭く尖った部位を持ち，中軸か

ら右腕にかけて丸いカーブを描く部位を持ち， N字の形

状をした胡麻を〈左鋭右丸 N字曲胡麻(さえいうまる

えぬじくせごま)>とする。この胡麻は《くさずり〉の

正本で確認された。

A.2.3.15 単一胡麻→曲胡麻→ H字曲胡麻→主盆

右腕水平N字曲胡麻

左腕から中軸にかけて鋭く尖った部位を持ち，右腕が

比較的水平であり， N字の形状を持つ胡麻を〈左鋭右腕

水平 N字曲胡麻(さえいうわんすいへいえぬじくせ

ごま)>とする。この胡麻は《鋤染分紅葉(うわなりそ

めわけもみじ):>>のE本で確認された。

A.2.3.16 単一胡麻→曲胡麻→ H宇曲胡麻→査量

平行右ハネ付H牢曲胡麻

右腕が比較的平行であり，右腕の右端に少し飛び出た

部位を持ち， N字の形状をした胡麻を〈右腕平行右ハネ

付 N字曲胡麻(うわんへいこうみぎはねつきえぬじ

くせごま)>とする。この胡麻は《里花浮空娃(さとは

なうはのそらだき):>>の正本で確認された。

A.2.4 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻

曲胡麻のうち，基本的に左腕，中軸，右腕の 3つの部

位で形成され，その形状が漢字の「乙」の字に近いもの

を「乙型曲胡麻」とする。乙型曲胡麻の分類において着

眼したのは，左腕，右腕，中軸それぞれの長さ及び向き，

つながり方，また全体的な角度などである。以下，この

階層に属する胡麻について述べる。

A. 2. 4.1 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→重重

L聖血盟塵

比較的全体のパランスのとれた，乙型の形状を持つ胡

麻を〈標準乙型曲胡麻(ひょうじゅんおつがたくせご

ま)>とする。この胡麻は《布袋(ほてい):>>の正本で

確認された。
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A.2.4.2 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主主

車盆孟呈血盟塵

比較的左腕，右腕それぞれが水平であり，左腕，中軸，

右腕それぞれのつながりがほぼ直角である，乙型の形状

をした胡麻を〈水平直角乙型曲胡麻(すいへいちょっか

くおつがたくせごま)とする。この胡麻は《わん久(わ

んきゅう):>の正本で確認された。

A.2.4.3 単一胡麻→曲胡麻→ Z型曲胡麻→且且

長右ハネ付Z型曲胡廊

比較的中軸が長く，右腕の右端に少し飛び出た部位を

持つB 乙型の形状をした胡麻を〈中軸長右ハネ付乙型曲

胡麻(ちゅうじくちょうみぎはねつきおつがたくせご

ま)>とする。この胡麻は《鏡開逆津潟(かがみびらき

さかおもがた):>のE本で確認された。

A.2.4.4 単一胡廓 4 曲胡麻→ Z型曲胡麻→宣量

査よZ量血盟盛

比較的右腕が右上がりで，乙型の形状を持つ胡麻を〈

右腕右上乙型曲胡麻(うわんみぎあがりおつがたくせ

ごま)>とする.この胡麻は《鏡開逆滞鳴(かがみぴら

きさかおもがた):>の正本で確認された.

A.2.4.5 単一胡廓→曲胡麻→乙型曲胡麻→主堕

星Z量血盟量
比較的左腕が短く，乙型の形状を持つ胡麻を〈左腕短

乙型曲胡麻(さわんたんおつがたくせごま)>とする。

この胡麻は《小山田太郎物狂(おやまだたろうものぐる

い):>の正本で確認された.

A.2.4.6 単胡麻→曲胡麻→ Z型曲胡麻→主量

呈孟墨血盟塵

比較的右腕が長く，乙型の形状を持つ胡麻を〈右腕長

乙型曲胡麻(うわんちょうおっがたくせごま)>とす

る。この胡麻は《乱菊枕慈童(らんぎくまくらじどう)

》のE本で確認された。

A.2.4.7 単一胡廓→曲胡麻→ Z型曲胡麻→室主主

ネ付右丸Z型曲胡底

右腕の右端に少し飛び出た部位を持ち，中軸から右腕

にかけて丸くカープを描く部位を持ち，乙型の形状を持

つ胡麻をc右ハネ付右丸乙型曲胡麻(みぎはねつきうま

るおつがたくせごま)>とする.この胡麻は《秋巣ご

もり(あきのすごもり):>の正本で確認された。

A.2.4.8 単一胡廓→曲胡麻→ Z型曲胡麻→主盟

星宣量Z量血盟量
比較的左腕が短く，中軸と右腕が緩やかなカーブを描
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いてつながり，乙型の形状を持つ胡麻を〈左腕短右緩乙

型曲胡麻(さわんたんうかんおつがたくせごま)>と

する。この胡麻は《松虫(まつむし):>の正本で確認さ

れた。

A.2.4目9 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→査量

長左鋭右鍾乙型曲胡麻

比較的右腕が長く，左腕から中軸にかけて鋭く尖った

部位を持ち，中軸と右腕が緩やかなカープを描いてつな

がり，乙型の形状を持つ胡麻を〈右腕長左鋭右緩乙型曲

胡麻(うわんちょうさえいうかんおつがたくせごま)

〉とする。この胡麻は《初深雪都花(はつみゆきみやこ

のはな):>の正本で確認された。

A. 2. 4. 10 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→盟主E

Z型血盟座
左腕，中軸，右腕それぞれのなす角が鈍角であり，乙

型の形状を持つ胡麻を〈開角乙型曲胡麻(かいかく お

つがたくせごま)>とする。この胡麻は《初咲法楽舞(は

つざきほうらくまい):>の正本で確認された。

A.2.4.11 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→左右

鍾孟霊血盟盛

左腕と中軸，及び中軸と右腕，それぞれが緩やかなカ

ーブを描いてつながり，乙型の形状を持つ胡麻を〈左右

緩乙型曲胡麻(さゅうかんおつがたくせごま)>とす

る。この胡麻は《吾妻振花の関札(あづまふりはなのせ

きふだ):>の正本で確認された。

A.2.4.12 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主量

右腕水平乙型曲胡麻

左腕と中軸が緩やかなカーブを描いてつながり，右腕

が比較的水平で，乙型の形状を持つ胡麻を〈左緩右腕水

平乙型曲胡麻(さかんうわんすいへいお~つがたくせご

ま)>とする。この胡麻は《さぎむすめ》の正本で確認

された。

A.2.4.13 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→査盤

亘皇Z型血盟塵
全体的に右に傾き，左腕，中軸，右腕それぞれのつな

がりが概ね直角であり，乙型の形状を持つ胡麻を〈右傾

直角乙型曲胡麻(うけいちょっかくおつがたくせご

ま)>とする。この胡麻は《吾妻振花の関札(あづまふ

りはなのせきふだ):>の正本で確認された。

A. 2. 4. 14 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→査鍾

園皇Z型血盟塵

全体的に右に傾き，左腕，中軸，右腕それぞれのつな
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がりが概ね鈍角であり，乙型の形状を持つ胡麻を〈右傾

開角乙型曲胡麻(うけいかいかくおつがたくせごま)

〉とする。この胡麻は《たたみ算(たたみざん) :>の正

本で確認された。

A.2.4.15 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→左且

短右腕右下乙型曲胡麻

比較的左腕が短く，右腕が右下がりになっていて，乙

型の形状を持つ胡麻を〈左腕短右腕右下乙型曲胡麻(さ

わんたんうわんみぎさがりおつがたくせごま)>とす

る。この胡麻は《乗掛情の夏木立(のりかけなさけのな

っこだち):>の正本で確認された。

A.2.4.16 単一胡麻→曲胡麻→ Z型曲胡麻→主量

短申軸昼間負Z型曲胡麻

比較的左腕が短く，中軸が長く，左腕，中軸，右腕そ

れぞれのなす角が鈍角である，乙型の形吠をした胡麻を

〈左腕短中軸長開角乙型曲胡麻(さわんたんちゅうじく

ちょうかいかくおつがたくせごま)>とする。この胡

麻は《十寸鏡(ますかがみ):>の正本で確認された。

A. 2. 4.17 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→査盟

主主孟霊血盟盛

右腕が右下がりになっていて，乙型の形状を持つ胡麻

を〈右腕右下乙型曲胡麻(うわんみぎさがりおつがた

くせごま)>とする。この胡麻は《鏡開逆津潟(かがみ

ぴらきさかおもがた):>の正本で確認された。

A.2.4.18 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主量

呈Z童血盟塵
比較的左腕が長く，乙型の形状を持つ胡麻を〈左腕長

乙型曲胡麻(さわんちょうおっがたくせごま)>とす

る。この胡麻は《初深雪都花(はつゆきみやこのはな)

》の正本で確認された。

A.2.4.19 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主盟

短右鐘Z型曲胡麻

比較的左腕が短く，中軸と右腕が緩やかなカーブを描

いてつながり，乙型の形状を持つ胡麻を〈左腕短右緩乙

型曲胡麻(さわんたんうかんありコがたくせごま)>と

する。この胡麻は《蝶鳥千年離(ちょうとりちとせのく

さずり):>の正本で確認された。

A. 2. 4. 20 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主企

ネ付左右鑑乙型曲胡麻

右腕の右端に少し飛び出た部位を持ち，左腕，中軸，

右腕それぞれが緩やかなカープを描いてつながり，乙型

の形状をした胡麻を〈右ハネ付左右緩乙型曲胡麻(みぎ



はねつきさゅうかんおつがたくせごま)>とする。こ

の胡麻は《白妙(しろたえ):>の正本で確認された。

A.2.4.21 単一胡麻→曲胡麻→乙型曲胡麻→主主主

木材水平直角Z型曲胡麻

右腕の右端に少し飛び出た部位を持ち，左腕，右腕が

概ね水平で，左腕し中軸，右腕それぞれのなす角が概ね

直角であり，乙型の形状をした胡麻を〈右ハネ付水平直

角乙型曲胡麻(みぎはねつきすいへいちょっかくおつ

がたくせごま)>とする。この胡麻は《芦の葉遣摩(あ

しのはだるま) :>の正本で確認された。

A.2.5 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻

曲胡麻のうち，基本的に左腕，右腕の2つの部位で形

成され，その形状が，かぎかっこの r~J に近いものを

「鍵型」と呼び」その胡麻を「鍵型曲胡麻」とする。また，

鍵型曲胡麻はその形状により「右下鍵型曲胡麻J，r右上

鍵型曲胡麻J，rL字鍵型曲胡麻」のBつに分類される園

鍵型曲胡麻の分類において着眼したのは，左腕，右腕そ

れぞれの長さと向き，そのなす角，および全体的な傾斜

などである。

A. 2. 5. 1 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右下

鑓型曲胡麻

鍵型曲胡麻のうち，右腕が下向きの形状を持つ胡麻を

「右下鍵型曲胡麻」とする。以下，この階層に属する胡麻

について述べる。

A.2.5.1.1 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→左傾右下値哩曲胡麻

全体的に左に傾き，右腕が下向きの鍵型の形状をした

胡麻を〈左傾右下鍵型曲胡麻(さけいみぎさがりかぎが

たくせごま)>とする。この胡麻は《江戸鹿子，桜鐘入

(えどがのこ，はるのかねいり) :>の正本で確認された。

A.2.5.1.2 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→聞負右下値哩曲胡臨

左腕と右腕のなす角が鋭角であり，右腕が下向きの鍵

型の形状をした胡麻を〈閉角右下鍵型曲胡麻(へいかく

みぎさがりかぎがたくせごま)>とする。この胡麻は《

廊桜》の正本で憾認された。

A.2.5.1.3 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→右腕曲聞負右下値型曲胡臨

右腕に曲がっている部位を持ち，左腕と右腕のなす角

が鋭角であり，右腕が下向きの鍵型の形状をした胡麻を

〈右腕曲閉角右下鍵型曲胡麻(うわんきょくへいかく

みぎさがりかぎがたくせごま)>とする。この胡麻は〈

初歌舞伎女花槍(はつかぶきおんなはなやり):>の正本

で確認された。

A. 2. 5.1. 4 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→右腕墨右下値型曲胡廊

比較的右腕が長く，右腕が下向きの鍵型の形状をした

胡麻を〈右腕長右下鍵型曲胡麻(うわんちょうみぎさが

りかぎがたくせごま)>とする。この胡麻は《京鹿子娘

道成寺道行(きょうがのこむすめどうじようじみちゆき)

》の正本で確認された。

A.2.5.1.5 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→右腕昼聞負右下値型曲胡麻

比較的右腕が長<，左腕と右腕のなす角が鈍角であり B

右腕が下向きの鍵型の形状をした胡麻を〈右腕長開角右

下鍵型曲胡麻(うわんちょうかいかくみぎさがりかぎ

がたくせごま)>とする。この胡麻は《姿の乱咲(すが

たのみだれざき) :>の正本で確認された。

A.2.5.1.6 単一胡麻→曲胡麻→鍵型曲胡麻→右

下鍵型曲胡麻→左腕墨右下鐘型曲胡廊

比較的左腕が長く，右腕が下向きの鍵型の形状をした

胡麻を〈左腕長右下鍵型曲胡麻(さわんちょうみぎさが

E豆E
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国自右下鍵型曲胡麻由分短
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りかぎがたくせごま)>とする.この胡麻は《髪すき妹

背の鏡(かみすきいもせのかがみ):>の正本で確認され

た巴

A. 2. 5. 1.7 単一胡臨→曲胡臨→鍵型曲胡臨→右

下値型曲胡車→右圃星右傾右下値型曲胡庫

比較的右腕が長く，全体的に右に傾いていて，右腕が

下向きの樟型の形状をした胡麻を〈右腕長右傾右下瞳型

幽胡麻{うわんちょううけいみぎさがりかぎがたくせ

ごま)>とする.この胡麻は《軍融・花散且(ことうた・

はなちるさと):>のE本で確認された.

A.2.5.1.B 単一胡陣司曲割串『鍵型曲胡底『右

下健型曲胡廓 4 右ハネ柑闇角右下量哩曲胡車

右腕の右端に少し飛び出た部位を持ち，左腕と右腕の

なす角が鋭角であり，右腕が下向きの瞳型の形状をした

胡麻を〈右ハネ付開角右下瞳型幽胡麻(みぎはねつきか

いかくみぎさがりかぎがたくせどま)>とする個この

胡麻は《髪棉，かほよ島(かみすき，かほよどり):>の

E本で確認された.

A.2.5.1.9単一胡麻司曲胡麻『健型曲胡麻『右

下値型曲胡麻ー右圃匝聞負右恒右下陸軍曲曲車

比較的右腕が短く，左腕左右腕のなす角が鋭角であり，

全体的に右に傾いていて，右腕部下向きの瞳型由形状を

した胡麻を〈右腕短閉角右傾右下値型幽胡麻(うわんた

んへいかくうけいみぎさがりかぎがたくせごま)> 

とするB この胡麻は《安宅桂{あたかのまつ):>の正本

で確認された.

A. 2.5. 1. 10 単胡麻『曲胡麻『鍵型曲胡麻『右

下健型曲胡麻『右圃匝圃角右l'量型幽胡庫

比較的右腕部短(.左腕と右腕のなす角が鈍角であり，

右腕が下向きの瞳型の形状をした胡麻を〈右腕短開角右

傾右下瞳型幽胡麻(うわんたんかb、かくみぎさがりか

ぎがたくせごま)>とする。この胡麻は《男文字(おと

こもじ):>の正木で碑謂Eされた.

A.2.5.2 単一胡庸→曲胡陣→健型曲胡廓→右上

鍵型曲胡車

健型幽胡麻のうち，右腕部上向きの形状を持つ胡麻を

「右上蝿型幽胡麻」とするa以下，この階層に属する胡麻

について述べる。

A.2.5.2.1 単一胡麻『曲胡麻『鍵型曲胡麻『右

上値型曲胡廓『盤整室主量聖血畳屋

比較的全体のパランスがよく，右腕が上向きの瞳型の

形状をした胡麻を〈標準右上値型幽胡麻収》ょうじゅん

国 IVol17， 20121白山叫血J叩叫山田|

みぎあがりかぎがたくせごま)>とする.この胡麻は《

かきっぱた》の正本で確認された.

A. 2.5.2. 2 単一胡臨→曲胡臨→健型曲胡車→右

上鍵型曲胡廓→盟皇室主量量血盟塵

左腕と右腕のなす角が鋭角であり，右腕前上向きの瞳

型の形状をした胡麻を〈閉角右上樟型幽胡麻(へいかく

みぎあがりかぎがたくせごま)>とする。この胡麻壮《

小夜あらし{さよあらし):>のE本で確認された.

A. 2.5.2. 3 単一胡麻『曲胡麻『鑓型曲胡麻『右

上鍵型曲胡麻『盟皇室主量霊血盟座

左腕左右腕のなす角が鈍角であり，右舗が上向きの腫

型の形状をした胡麻を〈開角右上瞳型幽胡麻(かいかく

みぎあがりかぎがたくせごま)>とする.この胡麻壮《

蕪聞の量」ひらがな盛衰記[むけんのかね?ーひらがなせ

いすいき):>の正本で確認された固

A.2.5.2.4 単一胡廓→曲胡廓→健型曲胡廓→右

上鍵型曲胡麻『左圃右上園働省上量型曲胡直

左腕部右上がりで，左腕と右腕のなす角が血角であり，

右腕部上向きの韓型の形状をした胡麻を〈左腕右上関角

右上瞳型曲胡麻(さわんみぎあがりかいかくみぎあが

りかぎがたくせごま)>とする.この胡麻は《乗掛情の

夏木立(のりかけなさけのなっこだち):>の正本で

確認された。

A. 2.5.2. 5 単一胡廓→曲胡廓→健型曲胡串→右

上値型曲胡車→左圃畳左岨右上量型幽胡庫

比較的左腕が長く，全体的に左に傾き，右腕が上向き

の腫型の形状をした胡麻を〈左腕長左傾右上瞳型幽胡麻

i A.2.S.2 ~.t.~EIIl蒜1

」
A.2.S.2.1棚嘩右上視型曲剖麻 a力、曹コぱた，

~ 
A.2.S.2.2聞角高上髄型曲胡陣 ‘'1'夜あらしー

ーノ
A.2.S.2.3聞角右上貨車曲胡麻 《鯛闘の謹一ひらが，..費R.

J 
A.2.S.2.4左鵬右上聞角右上鑓型曲師麻 《長国帽の夏木立，、
A.2.S.2.S左..&左傾右上貨車曲胡麻 《置要量花の開札捨

A.2.5.2.6右鵬埼聞角右ー上-髄A虫歯胡麻 ‘野陣母子草.1
園g 右上健型幽胡腐の分銅



(さわんちょうさけいみぎあがりかぎがたくせごま)

〉とする.この胡麻は《吾妻鹿花の圃札(あづまふりは

なのせきふだ)>のE本で碍E画された.

A.2旦2.6 単一胡麻『曲胡康司鍵型幽胡麻『右

上値型幽胡廓→宕臨筒聞負右上圃割幽曲直

比較的右腕が短<.左腕と方腕のなす角が鋭角であり，

右圃が上向きの瞳型の形状をLた胡麻を〈右園短聞角右

上瞳型幽胡麻(うわんたんへいかくみぎあがりかぎが

たくせごま)>とする.この胡麻は《野路母子草(のじ

のははこぐさ):>の正本で種噂された。

A.2.5.3 単一胡麻→曲胡麻→値型幽胡麻→ L字

鍵型曲胡廓

集塑幽胡麻のうち，その形状がアルファベットの rL.

の字に近いものを rL字蝿型』と呼V.その胡麻を rL

字盤型幽胡麻Iとする.以下，この階層に属する胡麻に

ついて述べる。

A. 2. 5. 3. 1 単一胡廓→幽胡麻→値型曲胡麻→ L

字鍵聖幽胡車→墨豊L主量量血盟盛
全体的にパランスがよく.L字製型の形状をした胡麻

を〈標準L字樟型幽胡麻伐トょうじゅんえるじかぎがた

くせごま)>とする.この胡麻は《安宅松(あたかのま

つ):>由正本で嚇曙された.

A.2.5.3.2 単一胡麻→幽胡陣→値型曲胡陣→ L

字鍵型幽胡庫『圭鍾L主量量血盟盛
全体的に左に傾き.L字腫型由形状をした胡麻を〈左

傾L字轟型幽胡麻(さけいえるじかぎがたくせごま}

〉とする.この胡麻は《うしろ面白しろめん):>のE

本で確認された.

A.2.5.3.3 単一胡府→幽胡陣→値型曲胡陣→ L

字鍵型幽胡庫司右臨墨左橿L寧量型幽胡慮

比較的右腕が長<.全体的に左に恒き.L字瞳型の滞

状をした胡麻をく右腕長左傾 L字瞳型幽胡癖{うわんち

ょうさけいえるじかぎがたくせごま)>とする.この

胡麻は《うしろ面(うしろめん):>町正本で確認された.

A.2.5.3.4 単一胡麻→幽胡陣→値型曲胡陣→ L

字鍵聖幽胡車『盟皇L主量量血盟盛

左臨と右腕同なす角が髄角で.L字瞳型の晴晴をした

胡麻を〈聞角L宇蝿型幽胡麻(かいか〈えるじかぎがた

くせごま)>とする.この胡麻は《布聾(ほてい):>の

正本で確認された。

A.2.5.3.5 単一胡麻→幽胡陣→値型曲胡陣→ L

字鍵型幽胡庫司右，、木付聞負 L寧量型曲胡慮

右園町右端に少し飛び出た部位を持ち，左圃左右園周

なす角が鈍角であり .L字瞳型の形状をした胡麻を〈市

ハネ付開角L字瞳型幽胡麻(み曹はねつきかいかくえ

る巴かぎがた〈せごま)>とする.この胡麻は《初眠法

高舞白まァつぎきほうらくまい):>の正木で噛寵された.

A.2.5.3.6 単一胡串→幽胡麻→鍵型曲胡麻→ L

字鍵型曲胡康司左ハネ付L字量型幽胡臨

左腕の左端に少し飛び出た部位を持ち.L字髄型の曙

状をした胡麻を〈左ハネ付 L字毎盟幽胡麻仙だりはね

つきえるじかぎがた 〈せごま)>とする.この胡麻は

《二世のえん(にせのえん)>の正木で暗寵された.

A. 2. 5. 3. 7単一胡車司幽胡麻『鍵型曲胡麻 -L

字鍵型曲胡康司左園短聞角L字量型幽胡麻

比較的左腕が恒仁左腕と右臨のなす角が鈍角であり，

L宇量型の形状をした胡麻を〈左臨垣間角 L字盤型幽胡

麻(さわんたんかいか〈える巴かぎがた〈せごま)> 

F玄耳石E司

L 
A.2.5.J.l揮噂L字圏型曲鵠障喧官宅松，

し
A.2.S.3.2左傾L字血盟曲胡廓 ‘うしろ置施

¥..-
A.2.S.3.3右腕畏左惜し字盤型曲胡麻 aうしろ面，

に一
A.2.5.3.4開角L芋蝿型曲胡麻 《布担》、『
A.2.S.3.S右ハネ付聞角L芋曲胡麻 《初映遺棄損，

'¥....ー
A.2.S.3.6左ハネ付L字鑓型曲胡麻 《ー世のえん，

A.2.S.3.7左醜盟聞角L芋L歯-車ー曲胡麻 《真面，，=人情久.1
工、

A.2.S.3.B左厩ソル閥均右傾し芋縫製曲胡麻 4末骨盤璽置，

L 
A.2.S.3.9 左厩昼間角，~蝿盟曲胡麻 ‘量極、容の袖，

L 
A.2.S.J.IO左腕畏右帽し字健型曲胡麻 g霊峰、容の袖，

ιーーー
A.2.S.3.11左腕坦開角L芋歯車曲胡廊幅野圃母芋..
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とする.との胡麻は《其函影二人椀久(そのおもかげI

にんわんきゅう)>の正本で桶曙された.

A.2.5.3.8 単胡廓ーー幽胡麻ーー鍵型幽胡鷹司 L

字鎚型幽胡廊→左凪ツル聞負右値L寧・型幽観底

左腕が反っているようなカープを撤き，左腕と右腕同

なす角が鈍角であり，全体的に右主傾いていて， L字鍵

型の形状をした胡麻を〈左腕ソル開角右傾 L字鍵型的胡

麻{さわんそるかいか〈う付いえるじかぎがた〈せ

ごま)>とする.この胡麻は《末待誓肯葉〔すえかけて

ちかひのととのほ)>の正本で司蘭Sされた. 

.¥.2.5.3.9 単一胡麻→幽胡麻→健型幽胡鹿→ L

字鑑型幽胡麻→圭且量園且ム主量量血盟皇

比較的左闘が長<，左脇と右腕同なす角が鈍角であり，

L字鍵型の形状をした胡麻を〈左腕畏開角 L字鍵型幽胡

麻{さわんちょうかいかくえるじかぎがたくせごま)

〉とする.との胡麻は《壁杭春の袖(かみすき，はる

のそで) ~惨の正本で楠隠された.

A.2.5.3.10 単胡廓→幽胡廊→鍵型幽胡臨→ L

字組醤幽胡廓司皇且量畳亜ムD 量血盟E
比較的左臓が長<.全体的区制Z観いていて， L字鍵

型の形状をした胡麻を〈左鴎長右傾L字鍵型幽胡麻{さ

わんちょううけいえるじかぎがたくせごま)>，とする.

この胡麻は《髪椀，容の柚 tかみすき，はるのそで)> 
の正本で確認された.

A. 2. 5. 3. 11 単一胡廓司幽胡康司鍵型幽胡臨ーー L

字鍵盤幽胡廓→主畳屋園且ム主量豊血盟塵

比較的左腕が短<.左腕と右腕聞なす角が鋭角であり，

L字鍵型の形状をした胡麻を〈左腕短閉角 L字健型幽胡

麻(さわんたんへいかくえるじかぎがたくせごま)> 

とする.この胡麻は《野路母子草{のむのははこぐさ)

》の正本で確認された.

A.2.6 単ー胡麻→幽胡臨→右ハライ幽胡麻

幽胡麻のうち，右に払ったような右下がりの幽線的形

状を持つ胡麻を『右ハライ幽胡麻』とする.以下，との

階層に属する胡麻について述ペる.

A. 2. 6. 1 単一胡廊→幽胡鹿→右ハライ幽胡廓→

量豊査旦豆正直亜塵

比較的全体のバランスがよく，右に払ったような形状

を持つ胡麻を4標抽右ハライ幽胡麻{ひょうじゅんみぎ

はらい〈せどま)>とする.との胡麻は《雛祭神路桃(ひ

なまつりかみじのもも)>の正本で碓飽された.

踊 Iv…，1醐剛山出J叫，，-..1

A.2.6.2 単一胡臨→幽胡蘇→右ハライ幽胡麻→

圭旦杢盆査旦呈王血量皇

左腕の左端に少し飛び出た部位を持ち，右に払ったよ

うな形状を持つ胡麻を〈左ハネ付右ハライ曲胡麻(ひだ

りはねつきみぎはらいくせごま)>とする.この胡麻

は《末待誓宵薬〈すえかけてちかひのことほ)>の正本

で確認された.

A.2.6.3 単一胡臨→幽胡廊→右ハライ幽胡麻→

主宣且圭畳宣且呈正血盟皇

左腕，右胸それぞれの両織に少し飛び出た郁位を持ち，

右に払ったような到惨状を持つ胡麻を〈左右ハネ付右ハラ

イ幽胡麻(さゅうはねつきみぎはらい〈せごま)>と

する.との胡麻は《姿の乱咲(すがたのみだれざき)> 
の正本で碓隠された.

A. 2. 7単胡廊ーー幽胡隊司・幽閉臆

薗胡麻のうち，ほぽ直線的であるが緩やかなカープを

措いた形状を持つ胡麻を「綬幽胡麻」とする.なお，こ

の胡麻は現在l種しか確認できていない.

A.2.7.1 単ー胡麻→幽鯛臨→・幽胡臨→量豊量

血量豊

書量幽胡麻は現在 1種し謁噛認できていないため，この

胡麻を〈標噂緩歯胡麻(ひょうじゅんかん〈せごま)> 

とする.この胡麻は《花網撤丹前{はなにしきふたぼた

んぜん)>の正木で確認された。

1 A.2.6 ~)\三日

¥~  
被路神鑑康調A.2.6.1操$右ハライ幽胡麻

¥.... 
A.2.6.2左ハネ付右ハライ幽釧麻 .末崎II!!:II>>

九、，
A.2.6.3左右ハネ陥ハライ幽醐唱の醐，

1 A.2.7 U<iIIIMIif I 
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4 胡麻の分類の検討

本稿の分類はすべて，胡麻の形状の見た目による分類

にもとづいている。何ミリ以上をハネとする，傾斜角何

度以上を傾いているとするなどの基準は定めていない。

したがって，分類が暖昧さを持つことは否定できない。

しかし，胡麻が手書きで描かれたものであり，またそれ

を見て演奏が行われていた事実がある以上は，見たHに

即した胡麻形状の分類が，まずは必要であると考える。

なお，本稿の分類において生じている唆昧さは，分岐

を詳細にするのに応じて生じやすくなっている。たとえ

ば，胡麻を単一胡麻に分類するときには，その基準は明

確であり，暖味さはない。しかし，単一胡麻を，平胡麻，

曲胡麻の2つに分類するときには，やや主観的な判断が

入り，多少の暖昧さが生じている。さらに，曲胡麻を，

への宇，凹凸型， N宇，乙型，鍵型，右ハライ，緩曲胡

麻の7つに分類するときには，暖昧さが増える。たとえ

ば， N字曲胡麻と乙型曲胡麻の中には，どちらに分類す

るべきか迷うほどの，境界的な形状を持つ胡麻も多く存

在した。そこで，左腕が右上がりである曲胡麻をN字に

分類し，左腕が平行もしくは右下がりである曲胡麻を乙

型に分類する基準を設けた。しかし，この基準に忠実に

分類を行うと，見た目には乙型であるがN字に属してし

まう胡麻や，またその逆も存在する。これらの胡麻につ

いては，基準と見た目の形状の両者を判断して分類を行

った。同様の暖昧さは，への字曲胡麻と凸型曲胡麻の類

似，凹型曲胡麻と L字鍵型曲胡麻の類似などにも見られ

た。曲胡麻の分類に際しては，このように生ずる暖昧さ

を考慮に入れたうえ，暖昧さにより分類が成り立たなく

なる限界まで階層を下位に分岐させた。

5 おわりに

本稿では，長唄正本にみる単一胡麻 97種の分類を示

した。検討した胡麻については，類似する線状の記号を，

まだ参照していない多数の長唄E本，及び他の種目の譜

本に探ることにより，本稿の分類をより客観的なものに

していきたいと考える。複合胡麻58種及び変形胡麻17

種については別の機会に論じたい。なお，分類された単

一胡麻の形状は，音高，音価，唱法などの楽譜情報を持

っている可能性がある。これらの楽譜情報についての音

楽学研究も，これからの課題である。

注

1)矢向正人「長唄正本の注記の研究現行曹と照合して意味をさぐる」

『デアルテJ21， 2005， 133-1剖.

副薦困措子『平家の音轟当道の伝統』第一畜房， 2003 

副矢向正人「標準データ記述言語を用いた未解読事輔の龍瞳と記述Jr音
楽学~ 62 (2). 2007， 122-138. 

4)蒲生美津子は，早歌町時本に見られる胡麻の形状を，単拍胡麻，複拍胡

麻，単植不分明の胡麻由3つに分類している。蒲生美樟子『早歌の音

楽的研究』三省堂出版， 1983， 13予 139Q しかし，この分類は，胡麻の

本数が拍散と対応することを前提とした分類である.本稿では，分類

を胡R緑町形状のみに収束させるため，単一胡麻，複合胡麻，童市胡麻と

した.
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